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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究は複数種のインテグレースとヒト人工染色体ベクターを用いて、multi-integrase 

HAC（MI-HAC）システムを開発し、遺伝子の安定発現株を得る効率と得られた細胞の性質を

検討したものである。その結果、既存の技術に比べ、均質な遺伝子発現を示す細胞を高効

率に取得できることが示唆された。本論文の内容は、動物モデル開発や遺伝子治療などを

含めた分子生物学の分野で、MI-HACシステムが安定発現株の取得に有用であることを示唆

するものであり、明らかに学術水準を高めたものと認める。 

 


